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こ
の
度
、
図
ら
ず
も
筑
紫
海

会
の
会
長
と
い
う
大
き
な
お
役

を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

思
い
迷
い
の
な
か
、
時
代
や

時
、
同
窓
会
の
現
状
な
ど
、
様
々

な
流
れ
を
受
け
と
め
つ
つ
歩
み

出
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

理
事
会
に
若
い
理
事
の
方
が
増

え
、
そ
の
新
し

い
発
想
に
次
の

時
代
を
見
る
思

い
も
致
し
て
お

り
ま
す
。☆

☆

長
い
間
、
共
に
歩
ん
で
ま
い

り
ま
し
た｢

学
校
法
人
筑
紫
海

学
園｣

が
閉
じ
ら
れ
、
同
窓
会

も
新
た
な
時
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
同

窓
会
を
考
え
ま
す
今
、
��
周
年

の
記
念
誌『

檍
あ
わ
き
が
原
か
ら
香
住

丘
へ
、
筑
紫
海
会
��
年
の
軌
跡』

を
改
め
て
読
ま
せ
て
頂
き
ま
し

た
。��

年
の
軌
跡
の
節
目
節
目
に

示
さ
れ
た
先
達
の
方
々
の
知
慮
、

識
見
、
企
画
、
実
行
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
力
は
絶
大
で
、
私
ど

も
の
企
て
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
賜
物
に
は
感

謝
を
捧
げ
、
そ
の
行
動
に
は
敬

意
を
抱
き
続
け
た
い
と
深
く
思

わ
さ
れ
ま
し
た
。

☆

☆

こ
の
度
、
学
校
法
人
筑
紫
海

学
園
閉
鎖
に
伴
う
残
余
財
産
の

一
部
で
二
つ
の
美
し
い
作
品
を

大
学
に
お
贈
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

彫
刻
家
中
村
晋
也
氏
の
ブ
ロ

ン
ズ
像｢

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｒ
Ｅ

命
よ｣

、
画
家
・
壁
画
家
田
村

能
里
子
氏
の
壁
画｢

凛
と
し
て｣

が
そ
れ
で
す
。

こ
の
事
を
可
能
に
し
た
源
は
、

��
年
前｢

地
域
社
会
に
貢
献
し

た
い｣

の
願
い
の
も
と
に
開
設

さ
れ
ま
し
た
香
椎
幼
稚
園
に
あ

る
と
言
え
ま
す
。
在
校
生
、
同

窓
会
の
皆
様
は
、
こ
の
作
品
を

ご
覧
に
な
る
度
に
、
発
せ
ら
れ

る
美
と
真
実
な
る
も
の
に
感
動

さ
れ
る
は
ず
で
す
。
そ
こ
か
ら

先
達
へ
の
感
謝
を
思
い
起
こ
さ

れ
る
と
と
も
に
、
大
学
が
推
し

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
希
望
に

満
ち
た
未
来
へ
エ
ー
ル
を
送
る

力
に
も
つ
な
げ
て
頂
き
た
い
と

願
い
ま
す
。

現
在
は
絆
を
よ
り
深
め
つ
つ
、

こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
、
ま
さ
に
模
索
の
時

で
す
。
ま
ず
は
福
岡
女
子
大
学

に
対
す
る
気
持
ち
の
証
と
し
て

会
費
納
入
等
お
考
え
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
し
、
母
校
で
の

講
演
会
、
公
開
講
座
に
外
部
の

方
も
お
誘
い
頂
き
参
加
し
て
く

だ
さ
る
事
も
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

��
年
誌『

檍
が

原
か
ら
香
住
丘
へ』

を
お
持
ち
の
方
は

も
う
一
度
、
今
回

全
卒
業
生
、
在
校

生
に
贈
ら
れ
ま
し
た『

学
校
法

人
筑
紫
海
学
園
の
軌
跡』

は
是

非
是
非
お
読
み
く
だ
さ
い
ま
せ
。

筑
紫
海
会
の
他
に
類
を
見
な

い
伝
統
に
、
改
め
て
お
気
づ
き

い
た
だ
け
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

５
月
��
日(

日)

ヒ
ル
ト
ン

福
岡
シ
ー
ホ
ー
ク
で
���
名
出
席

の
も
と
総
会
が
開
か
れ
た
。

開
会
の
言
葉
、
物
故
者
へ
の

黙
祷
に
続
き
、
山
本
会
長
よ
り

６
年
ぶ
り
の
同
窓
会
名
簿
発
行
、

大
学
に
絵
画
寄
贈
等
の
報
告
が

あ
っ
た
。

議
事

�
学
校
法
人
筑
紫
海
学
園
解
散

に
伴
う
筑
紫
海
会
会
則
改
正
と

業
務
受
託

�
平
成
��
年
度
事
業
報
告

同
窓
生
ツ
ア
ー
、
か
す
み
祭

に
参
加
、
留
学
生
の
お
正
月
体

験
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
実
施
等
ス

ラ
イ
ド
で
報
告
。

�
平
成
��
年
度
会
計
決
算
報
告

監
査
報
告
の
後
拍
手
で
承
認
。

�
役
員
改
選

会
長
・
理
事
選
考
委
員
会
よ

り
経
過
報
告
。

新
会
長
、
新
理
事
を
拍
手
で

承
認
の
後
、
矢
野
新
会
長
よ
り
、

新
役
員
、
新
事
務
局
員
の
紹
介
。

�
平
成
��
年
度
事
業
計
画
案

国
際
交
流
事
業
の
推
進
。
同

窓
会
活
動
の
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
依
頼
。

�
平
成
��
年
度
予
算
案
審
議

事
務
局
移
転
費
・
業
務
受
託

関
連
経
費
を
計
上
。拍
手
で
承
認
。

質
問
等
な
く
、
議
事
終
了
。

平
成
24
年
度
学
校
法
人
筑
紫
海

学
園
か
ら
の
報
告
・
贈
呈
式

上
村
理
事
長
よ
り
冊
子『

学

校
法
人
筑
紫
海
学
園
の
軌
跡』

の
紹
介
。
同
窓
会
へ
書
類
保
管

料
と
し
て
２
千
万
円
、
大
学
へ

｢

な
で
し
こ
基
金｣

と
し
て
１

億
３
百
万
円
を
寄
付
。

梶
山
学
長
よ
り
筑
紫
海
学
園

へ
感
謝
状
を
授
与
。

学
長
と
の
対
談

｢

女
子
大
の
現
在
、そ
し
て
未
来｣

福
岡
女
子
大
が『

本
当
に
強

い
大
学
２
０
１
２』(

週
刊
東
洋

経
済
２
０
１
２
特
大
号)

に
紹

介
さ
れ
た
事
、
地
方
区
で
な
く

全
国
区
の
大
学
・
グ
ロ
ー
バ
ル

で
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
大

学
を
目
指
す
と
熱
く
語
ら
れ
た
。

懇
親
会

支
部
長
紹
介
、
女
専
５
名
の

方
へ
花
束
贈
呈
、
乾
杯
、
会
食
。

校
歌
斉
唱
の
後
、
来
年
度
当

番
学
年
紹
介
、
閉
会
。

(

６
面
に
会
計
報
告
を
掲
載)
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第
11
代

筑
紫
海
会
会
長

矢
野
芙
美
子

(

大
10
国)

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
９
代
目
う
た
の
お

姉
さ
ん	

小
鳩
く
る
み
の
前
、

１
９
７
０
〜
７
２


の
そ
の
後

は
？
そ
ん
な
興
味
も
あ
っ
た
今

年
の
東
京
支
部
総
会
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
で
し
た
。
▼
そ
の
人
、

山
田
昌
子
さ
ん

(

ソ
プ
ラ
ノ)

は
ベ
ー
ジ
ュ
の
ロ
ン
グ
ド
レ
ス

が
華
や
ぐ
お
母
さ
ん
。
テ
ノ
ー

ル
歌
手
の
息
子
さ
ん
と
お
嫁
さ

ん
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
家
族
で
日

本
と
世
界
の
愛
唱
歌
を
歌
い
継

ぎ
た
い
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ｢

ポ
ポ
ロ｣

を
２
０
０
１
年
に
設
立
。
会
場

と
一
緒
に
歌
い
、
鼻
歌(

笑
顔)

の
あ
る
毎
日
を
、
と
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
▼
オ
ペ
ラ『

椿
姫』

の『

乾
杯』

で
心
弾
む
コ
ン
サ
ー

ト
の
始
ま
り
。『

か
ら
た
ち
の

花』

、『

蘇
州
夜
曲』

、『

朧
月
夜』

、

『

赤
と
ん
ぼ』

と
懐
か
し
い
曲

目
。
次
に『

チ
リ
ビ
リ
ビ
ン』

、

『

オ
ー
ソ
レ
ミ
オ』

の
力
強
い

歌
声
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
▼

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
震
災
復
興
支

援
の
歌『

花
は
咲
く』

を
皆
さ

ん
で
。
歌
詞
に
は
無
く
し
た
も

の
へ
の
惜
別
、
自
分
の
生
き
方

へ
の
懸
念(

ワ
タ
シ
ハ
何
ヲ
残

シ
タ
ダ
ロ
ウ)

、
そ
し
て
、
咲

く
花
の
命
に
託
し
た
祈
り
。
被

災
さ
れ
た
方
々
の
復
興
を
祈
る

合
唱
で
し
た
。
▼
私
は
２
０
１

０
年
２
月
に
脳
梗
塞
を
発
症
。

与
え
ら
れ
た
命
を
考
え
ま
し
た
。

翌
年
の
大
震
災
で
す
。
止
ま
ら

な
い
涙
。
停
電
の
闇
の
中
で
知
っ

た
月
明
か
り
の
美
し
さ
。
こ
れ

か
ら
ど
う
生
き
た
ら
い
い
の
か
？

▼
く
し
く
も
３
月
��
日
は
私
の

誕
生
日
で
す
。

岡
部
純
子(

大
��
英)

東
京
支
部

波

紋

�
�

�
�

�

北
九
州
支
部
の
山
根
房
子
さ

ん(

大
４
英)

の
紹
介
で｢

校

歌｣

を
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
桑
原
英

子
さ
ん
の
澄
み
切
っ
た
歌
声
で

Ｃ
Ｄ
化
が
で
き
た
こ
と
で
す
。

式
典
の
際
、
只
あ
る
か
ら
歌
っ

て
い
た
校
歌
が
、
倉
野
憲
司
先

生
の
作
詞
の
一
言
一
句
が
女
子

大
の
存
在
意
義
や
誇
り
を
伝
え

て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。
人

の
感
性
に
訴
え
る
の
は
磨
か
れ

た
感
性
で
表
現
さ
れ
る
と
き
だ

と
思
い
ま
し
た
。

�
�

�
�

�
�

�

副
会
長
古
屋
和
子
さ
ん(

大

��
英)

高
木
俊
子
さ
ん(

大
��

理)

と
の
出
会
い
で
す
。｢

ど

う
し
て
次
々
と
ア
イ
デ
ィ
ア
が

出
て
く
る
の
で
す
か
、
さ
っ
そ

く
実
行
に
移
し
ま
し
ょ
う
。｣

同
窓
会
の
事
業
も
少
し
ず
つ
変

わ
っ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
と

き
、
相
談
す
る
と
上
手
に
褒
め

て
く
れ
、
取
り
入
れ
て
く
れ
る

の
で
す
。
い
い
気
に
な
っ
て
寝

ず
に
考
え
ま
し
た
。

	



�
�

�
大
学
関
係
者
の
新
し
い
大
学

を
目
指
す
情
熱
を
感
じ
、
同
窓

会
は
何
を
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ

う
、
こ
れ
か
ら
の
母
校
と
の
関

わ
り
方
…

た
だ
、
母
校
の
変
革
の
球
が

ス
ト
ラ
イ
ク
で
あ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
応
援
団
席
に｢

筑
紫
海

会｣

が
座
っ
て
い
る
こ
と
を
お

忘
れ
な
く
！

�
�
�
�
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第
10
代

筑
紫
海
会
会
長

�
�

���
�

�
�

�
�

会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
再

会
を
喜
ぶ
歓
声
が
上
が
る
。
元

気
を
確
か
め
合
っ
て
交
わ
す
笑

顔
。
白
髪
が
ち
ら
ほ
ら
と
顔
を

出
し
て
い
る
友
人
、
ち
ょ
っ
ぴ

り
ふ
く
よ
か
に
な
っ
た
友
人
。

し
か
し
、
そ
れ
も
束
の
間
。
あ
っ

と
い
う
間
に
、
う
ら
若
き
こ
ろ

の
友
人
の
顔
に
。
誰
も
が
あ
の

頃
に
戻
っ
て
い
く
。
時
間
と
空

間
を
超
え
た
場
が
、
５
月
��
日
、

ヒ
ル
ト
ン
福
岡
シ
ー
ホ
ー
ク
に

現
出
し
た
。

風
薫
る
５
月
と
は
い
え
、
暑

い
陽
射
し
が
朝
か
ら
照
り
つ
け

る
中
、
母
校
へ
の
思
い
や
、
友

人
と
の
語
ら
い
を
楽
し
み
に
と

駆
け
つ
け
た
同
窓
生
な
く
し
て
、

こ
の
場
の
華
や
ぎ
は
な
か
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
梶
山

学
長
の
新
生
福
岡
女
子
大
学
に

つ
い
て
の
丁
寧
な
説
明
に
、
学

長
の
熱
い
思
い
が
溢
れ
て
い
た
。

同
窓
会
役
員
の
方
々
に
は
、
何

か
と
支
え
て
い
た
だ
い
た
。
更

に
、
何
よ
り
も
実
行
委
員
の
主

体
的
な
準
備
は
見
事
で
あ
っ
た
。

感
謝
の
言
葉
が
見
当
た
ら
な
い

ほ
ど
で
あ
る
。

���
人
の
参
加
者
を
得
た
今
回

の
総
会
及
び
懇
親
会
を
支
え
た

の
は
、
学
長
を
は
じ
め
、
同
窓

生
の
福
岡
女
子
大
学
へ
の
熱
い

思
い
に
他
な
ら
な
い
。
最
後
に
、

同
窓
会
の
更
な
る
発
展
を
願
っ

て
筆
を
お
き
た
い
。

�
�

�
�

�
�

�
�

当
番
委
員
長

肥
川
絹
代

(

大
23
英)



�第��号����� ������年(平成��年)��月�日

学
校
法
人
筑
紫
海
学
園
は
本

年
度
筑
紫
海
会
総
会(
平
成
��

年
５
月
��
日)

に
お
い
て
、
解

散
結
了
を
報
告
い
た
し
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
日
、
学
校
法
人
��

年
間(

香
椎
幼
稚
園
、
つ
く
し

み
山
荘)

を『

学
校
法
人
筑
紫

海
学
園
の
軌
跡』

と
し
て
編
纂

し
た
も
の
を
発
行
い
た
し
ま
し

た
。当

日
、
出
席
の
皆
様
に
は
配

布
し
、
学
生
を
含
む
全
会
員
、

福
岡
女
子
大
学
関
係
者
に
は
後

日
発
送
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
前
会
報
の
あ
と
、
解

散
結
了
に
い
た
る
経
過
を
お
伝

え
し
ま
す
。

◇

平
成
��
年
��
月
、
幼
稚
園

の
廃
園
に
伴
う
書
類
保
管
を
同

窓
会
に
委
託
し
書
類
保
管
料
と

し
て
二
千
万
円
の
支
出
を
決
定

し
ま
し
た
。

◇

平
成
��
年
３
月
、
田
村
能

里
子
氏
壁
画｢

凛
と
し
て｣

が

完
成
、
搬
入
さ
れ
、
大
学
会
館

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
設
置
い
た
し

ま
し
た
。
お
披
露
目
式
は
４
月

��
日
、
学
長
を
初
め
大
学
関
係

者
と
同
窓
会
、
法
人
の
理
事
と

評
議
員
で
行
い
ま
し
た
。
田
村

氏
か
ら
は
祝
電
と
花
束
が
届
き

ま
し
た
。

平
成
��
年
４
月
以
降
、
計
画

し
て
い
た
事
業
が
終
了
し
、
い

よ
い
よ
最
終
年
度
の
収
支
決
算

の
段
階
に
入
り
ま
し
た
。
こ
こ

で
残
余
財
産
が
明
ら
か
に
な
り

ま
す
。
下
記
の
収
支
表
で
明
ら

か
な
よ
う
に
こ
の
額
は
一
億
三

百
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
す
で

に
母
校
へ
寄
贈(

な
で
し
こ
基

金)

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
大

学
に
対
し
寄
付
願
い
を
提
出
、

受
け
渡
し
式
は
４
月
��
日
、
学

長
室
に
お
い
て
と
決
ま
り
ま
し

た
。
大
学
か
ら
は
学
長
、
副
学

長
、
副
理
事
長
、
局
長
他
事
務

官
。
筑
紫
海
学
園
理
事
会
か
ら

は
６
名
が
列
席
い
た
し
ま
し
た
。

寄
贈
後
、
大
学
か
ら
受
領
書
が

渡
さ
れ
、
こ
の
時
点
で
学
校
法

人
筑
紫
海
学
園
の
資
産
は
皆
無

と
な
り
ま
し
た
。

本
年
度
筑
紫
海
会
総
会
に
お

い
て
、
残
余
金
と
記
念
作
品

(

ブ
ロ
ン
ズ
像
、
壁
画)

の
贈

呈
式
を
行
い
、
福
岡
女
子
大
学

梶
山
千
里
学
長
・
理
事
長
よ
り

学
校
法
人
筑
紫
海
学
園
理
事
会

に
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
法
人
筑
紫
海
学
園
解
散

の
兆
し
は
平
成
��
年
の
つ
く
し

み
山
荘
の
廃
業
か
ら
で
し
た
。

そ
の
後
、
大
学
か
ら
香
椎
幼
稚

園
借
地
返
還

要
求(

平
成

��
年)

が
出

さ
れ
、
��
年

３
月
、
香
椎

幼
稚
園
廃
園

へ
と
進
み
、

��
年
５
月
学

校
法
人
筑
紫

海
学
園
の
解

散
に
至
り
ま

し
た
。
福
岡

女
子
大
学
同

窓
会
の
事
業

と
し
て
、
法

人
の
運
営
を

担
っ
て
き
た

筑
紫
海
学
園

理
事
会
は
、

こ
れ
ま
で
の

様
々
な
問
題

に
真
摯
に
対
処
し
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
平
成
��
年
５
月
、
学

校
法
人
筑
紫
海
学
園
の
す
べ
て

の
解
散
業
務
を
結
了
し
た
こ
と

を
報
告
い
た
し
ま
す
。
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平
成
��
年
度
入
学
式
が
４
月

４
日
大
学
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
。
今
回
の
入
学
式
で
は

郡
司
紀
美
子
氏
が
招
か
れ
、
来

賓
・
留
学
生
を
含
む
新
入
生
・

保
護
者
を
前
に
記
念
講
話
を
さ

れ
た
。

☆

☆

郡
司
紀
美
子
氏

(

大
��
英)

は
、
１
９
６
７
年
日
本
人
２
世

の
夫
君
と
結
婚
・
渡
米
。
夫
君

の
勤
務
先
で
あ
る
イ
リ
ノ
イ
大

学
の
図
書
館
に
勤
務
し
な
が
ら
、

日
本
伝
統
文
化
の
助
手
を
務
め
、

お
茶
・
お
花
と
日
本
文
化
を
教

え
る
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
く
る
。

と
こ
ろ
が
郡
司
氏
は
異
国
の
地

で
英
語
に
不
慣
れ
と
い
う
よ
り
、

日
本
語
で
も
日
本
の
伝
統
文
化

を
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
自
分
に
シ
ョ
ッ
ク
を
う

け
、
伝
統
文
化
・
芸
術
を
大
学

で
学
び
直
し
、
結
果
イ
リ
ノ
イ

大
で
��
年
間
教
鞭
を
と
る
こ
と

と
な
り
、
同
大
学
初
代
日
本
館

館
長
も
就
任
さ
れ
た
。

☆

☆

郡
司
氏
は
今
ま
で
の
経
験
を

踏
ま
え
て
、

＊
努
力
す
れ
ば
何
事
も
可
能
で

あ
る
。
諦
め
て
は
い
け
な
い
。

＊
大
学
の
学
び
の
場
で
チ
ャ
ン

ス
を
活
か
す
こ
と
。｢

活
か
す｣

と
は
新
し
い
種
を
得
る
ま
で
教

室
を
出
な
い
と
い
う
こ
と
。

＊
そ
し
て
、
ひ
と
に
ぎ
り
の
人

と
の
出
会
い
で
そ
の
種
は
芽
を

吹
く
と
し
、
ご
自
身
の
生
涯
続

く
同
窓
生
と
の
交
流
の
豊
か
さ

を
披
露
さ
れ
た
。

国
際
人
と
し
て
ま
ず
日
本
の

こ
と
を
深
く
学
ぶ
こ
と
の
大
切

さ
、
礼
節
を
重
ん
じ
、
感
性
を

高
め
、
凛
と
し
て
女
性
ら
し
く
、

女
子
大
学
の
存
在
の
意
義
を
高

め
て
欲
し
い
と
、
静
か
に
・
力

強
く
新
入
生
た
ち
に
語
ら
れ
た
。

☆

☆

今
回
の
入
学
式
で
は
、
福
岡

市
在
住
の
女
専
卒
、
大
１
回
・

大
��
回
・
大
��
回
・
大
��
回
の

卒
業
生
に
招
待
状
が
送
ら
れ
、

希
望
者
が
参
加
。
初
め
て
の
試

み
で
参
加
者
は
少
数
で
し
た
が
、

同
窓
生
と
し
て
紹
介
も
あ
り
ま

し
た
。

来
春
は
新
校
舎
も
一
部
完
成

し
て
お
り
、
該
当
の
女
専
卒
・

大
２
回
・
大
��
回
・
大
��
回
・

大
��
回
の
方
々(

福
岡
市
在
住)

は
母
校
に
足
を
運
ぶ
チ
ャ
ン
ス

で
す
。

｢

入
学
式｣

は
学
ぶ
意
義
を

新
鮮
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

４
月
��
日
�

大
学
会
館
に
お

い
て
、
開
学
記

念
式
典
第
２
回

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
���
名
の

う
ち
、
同
窓
生
は
���
名
で
し
た
。

大
学
関
係
者
、
学
生
と
同
窓

生
が
ひ
と
つ
の
会
場
に
集
い
、

共
に
大
学
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

未
来
を
展
望
で
き
た
貴
重
な
機

会
で
し
た
。☆

☆

式
典
で
は
、
教
職
員
・
学
生

へ
の
表
彰
、
活
動
報
告
な
ど
が

あ
り
、
昨
年
、
院
展
入
選
の
絵

画
を
大
学
へ
寄
贈
さ
れ
た
前
園

裕
子
さ
ん(

大
��
食)

へ
の
感

謝
状
贈
呈
式
が
あ
り
ま
し
た
。

梶
山
学
長
よ
り
、｢

我
校
は

全
国
初
の
公
立
女
子

高
等
教
育
機
関
で
あ

り『

女
性
リ
ー
ダ
ー

育
成』

と
い
う
建
学

の
精
神
は
、
現
在
の

女
子
大
に
確
実
に
受

け
継
が
れ
、
な
お
か

つ
国
際
感
覚
を
持
ち
、

世
界
で
活
躍
す
る
女

性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
目
指
し
て
い
る
。
他
県
か
ら

の
志
願
者
が
増
え
て
い
る｣

と

い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
記
念
講
演
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人｢

ロ
シ
ナ
ン
テ
ス｣

代
表
川
原
尚
行
氏
よ
り
、
ス
ー

ダ
ン
で
の
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ

の
様
子
や
東
日
本
大
震
災
で
の

活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に｢

ハ
チ
ド
リ

の
一ひ

と

滴し
ず
く

｣

の
話
を
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。森

が
燃
え
、
一
斉
に
森
の

動
物
た
ち
が
逃
げ
る
中
、
火
の

方
向
に
、
小
さ
な
く
ち
ば
し
に

一
滴
の
水
を
く
わ
え
た
ハ
チ
ド

リ
が
飛
ん
で
行
き
、
火
の
上
に

そ
の
一
滴
を
落
と
し
た
。
そ
れ

を
見
て
動
物
た
ち
は
笑
っ
た
。

ハ
チ
ド
リ
は｢

ぼ
く
は
、
ぼ
く

の
で
き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
る

だ
け
で
す｣

と
答
え
た
。

皆
自
分
に
で
き
る
一
滴
を
や
れ

ば
い
い
と
い
う
川
原
氏
の
言
葉

は
心
に
ズ
シ
ン
と
響
き
ま
し
た
。

☆

☆

式
典
終
了
後
、
一
階
食
堂
で

大
学
が
用
意
し
て
下
さ
っ
た
お

弁
当
を
い
た
だ
き
な
が
ら
の
な

ご
や
か
な
懇
談
会
。
十
分
に
同

窓
生
の
旧
交
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
懇
談
会
後
、
キ
ャ

ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
り
、

学
生
に
よ
る
海
外
語
学
文
化
研

修
の
報
告
会
や
国
文
学
科
・
英

文
学
科
の
茶
話
会
に
出
席
し
、

工
藤
教
授
の
講
演
を
聴
い
た
り

と
、
学
生
時
代
に
戻
っ
た
よ
う

な
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

※
川
原
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

県
立
小
倉
高
校
、
九
大
医
学
部
卒
業
。

２
０
０
２
年
外
務
省
よ
り
医
務
官
と
し

て
ス
ー
ダ
ン
に
赴
任
。
医
務
官
の
立
場

で
は
現
地
の
人
を
診
る
こ
と
が
で
き
な

い
た
め
外
務
省
を
辞
め
ス
ー
ダ
ン
で
医

療
活
動
を
行
う
。
２
０
１
１
年
か
ら
は

東
日
本
復
興
支
援
活
動
も
行
っ
て
い
る
。
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【参加申し込み方法】
各支部長・クラス委員を通じてご案内致します｡
参加希望の方は事前にお申し込み下さい｡
(当日はお弁当の用意があります｡)
☆マリ・クリスティーヌ氏講演予定 (現国連ハビタット親善大使)

��	
���� ��������
���������� �!���"#�$

収
入
の
部

項 目 金 額
前期繰越金 ����	���	


雑収入(預金利息等含む) ��
����

特定預金等からの繰入(＊�) ������
����

前期末収入金の入金(＊�) 
��	��	��

基本金取崩(＊�) �����
����

計 �����
	����

支
出
の
部

項 目 金 額
人件費 ���������

一般管理費 ��������
�

寄付金 ��������	�

前期未払金・預り金の払出(＊�) ���	������

残余財産 �����������

計 �����
	����

(＊�)固定資産から通常使用する現預金への変更
(＊�)前期末の未収入金 (退職社団基金) の入金
(＊�)ブロンズ像の寄付により基本金からの構築物除去
(＊�)幼稚園教職員の退職金の支払支出・退職金支払いに

伴う源泉徴収税の納付

��������	
��� ���������

����������	�� 
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(単位：円)



� 第��号����� �� ����年(平成��年)��月�日

女子大で学んでいる海外の学生を自宅に招待して､
日本の家庭のお正月を体験してもらう企画です｡

日 時 12月31日～１月２日
対 象 女子大の学部留学生
申込方法 10月末日までに���・メール・はがきで､

下記①～⑤を記入して申し込んでください｡
①住所 ②氏名(卒業回・学部) ③���

④家族構成(ペット) ⑤Ｅメールアドレス(あれば)
※ご家庭のご都合等によって､ 多少日程が変更に
なっても構いません｡

申 込 先 筑紫海会事務局
留学生のお正月体験係 (最終頁参照)

説 明 会 申し込まれた方には､ 後日､ 説明会の
ご案内をいたします｡

寄贈図書の展示や古書の提供､ 現在の同窓会・同窓生
活動の展示・お知らせ等を行います｡
懐かしい同窓生や在校生との語らいの場に！
美味しいお茶とともに､ 楽しみながら憩いのひと時を！
皆様のお出でをお待ちしています｡

日 時 11月２日(土) 13時～16時
11月３日(日) 10時～16時

会 場 福岡女子大学 Ｃ棟１階

☆ご提供いただける図書､ クラス会便り・写真・勉強会
等のご案内等､ 募集いたします｡ また､ 準備や当日に
お手伝いいただける方の募集も併せて行います｡

問い合せ 10月12日(土) までに､ FAX・はがき・メー
ル等で､ 事務局までご連絡ください｡
折り返しご連絡を差し上げます｡

��������	
���

さ
る
７
月
６
日
、
大
学
内
で

第
��
回
福
岡
女
子
大
学
国
文
学

会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
今
年
の

第
��
回
を
以
っ
て
学
会
を
閉
じ

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
学
会
誌『

香

椎
潟』

も
発
刊
終
了
と
な
る
。

『

香
椎
潟』

は
、
現
在
第
�	
号

を
編
集
中
、
第

�
号
ま
で
発
行

さ
れ
る
と
の
こ
と
。

今
後
、
国
文
学
会
会
費
の
余

剰
金
を
使
っ
て
、
昭
和
��
年
の

創
刊
号
か
ら
第

�
号
ま
で
の
総

目
録
を
作
成
し
、
国
文
学
会
の

会
員
全
員
に
送
付
す
る
こ
と
が

決
定
さ
れ
た
。

発
行
は
、
来
年
夏
以
降
の
予

定
。
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料理研究家村上祥子さんは､ ご存知女子大回食物科
のご卒業で､ 全国を舞台に活躍されています｡ 特に､ 今
年は�村上ブーム�とも呼べるフィーバーぶりで､ 西日
本新聞社の聞き書きシリーズに､ 『ちゃんと､ ごはん』 と
題して���年�月日から�回にわたって連載されました｡
そんな村上さんを迎えて､ 命と向き合う食卓の大切さ

を､ 実演をまじえて､ わかりやすく楽しく話して頂きま
す｡ 定員は���名ですが､ 満席になり次第､ しめ切りとな
ります｡
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回 日程 テーマ 講 師

１ 10／５
(土) 共感性とウェルビーイング 鈴木 有美

(福岡女子大学准教授)

２ 10／19
(土) 仲間体験と社会性の発達 久木山 健一

(九州産業大学准教授)

３ 10／26
(土) 規範意識の育成 黒川 雅幸

(福岡教育大学准教授)

回 日程 テーマ 講 師

４ 10／12
(土)

世界が注目のインド洋地域
－アジアの世紀への期待－

パスマシリ・ジャヤセーナ
(福岡女子大学准教授)

５ 11／９
(土)

東アジアの 『開発』 を振り返る：
日本と東南アジアの軌跡から

鈴木 絢女
(福岡女子大学講師)

６ 12／14
(土) アジアの経済成長をみる 張 艶

(福岡女子大学准教授)

７ １／11
(土) 村上春樹の (非) 現実的世界観 スコット・ピュー

(福岡女子大学教授)

８ ２／22
(土)

韓国における儒教的家族の現代的変容
－グローバル化する ｢家族｣ －

岡 克彦
(福岡女子大学教授)
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福
岡
女
子
大
学
は
、
１
９
２

３
年(

大
正
�
年)
に
、
前
身

の
福
岡
県
立
女
子
専
門
学
校
が

開
設
さ
れ
て
か
ら
、
２
０
２
３

年(

平
成
��
年)

を
も
ち
ま
し

て
創
立
百
周
年
を
迎
え
ま
す
。

こ
の
度
、
創
立
百
周
年
事
業

を
組
織
的
・
計
画
的
に
推
進
す

る
た
め
、
こ
の
９
月
に
理
事
長

を
ト
ッ
プ
と
し
て｢

百
周
年
記

念
事
業
委
員
会｣

を
立
ち
上
げ
、

そ
の
下
に
専
門
部
署
と
し
て

｢

記
念
事
業
推
進
専
門
委
員
会｣

及
び｢

事
業
推
進
部
会｣

(

記

念
誌
編
纂
部
会
、
事
業
企
画
・

広
報
部
会
、
募
金
企
画
部
会)

を
設
置
し
、
こ
れ
ら
に
は
同
窓

生
の
方
々
に
も
ご
参
加
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

今
後
、
百
周
年
記
念
事
業
推

進
の
た
め
の
活
動
を
本
格
化
し

て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

(

福
岡
女
子
大
学
経
営
企
画
室)
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後援 西日本新聞社
※講演会終了後､ 著作本の販売とサイン会を予定して
います｡ 参加者全員にプレゼントがあります｡

必ず下記 へ事前のお申し込みをお願いします｡ (参加費無料)�����
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毎
年
５
月
末
の
筑
紫
海
会
総

会
が
終
わ
る
と
、
熊
本
で
も
支

部
長
か
ら
役
員
集
合
の
声
が
か

か
る
。
世
代
や
職
業
も
異
な
り
、

母
校
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
だ

け
の
繋
が
り
で
あ
る
が
、
パ
ワ

フ
ル
で
博
識
、
飾
ら
な
い
人
柄

の
先
輩
方
に
お
会
い
す
る
の
は

い
つ
も
楽
し
み
で
あ
る
。

☆

☆

熊
本
支
部
は
昭
和
��
年
に
発

足
。
以
来
、
年
に
一
度
の
支
部

総
会
を
持
ち
続
け
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。
戦
前
戦
後
の
時
代
の

変
革
期
を
生
き
抜
き
、
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
強
い
信
念
を
持
っ
て

支
部
を
牽
引
し
て
こ
ら
れ
た
先

輩
方
の
功
績
は
非
常
に
大
き
く
、

支
部
活
動
も
会
員
の
親
睦
に
と

ど
ま
ら
ず
、
福
岡
女
専
・
女
子

大
で
学
ん
だ
者
と
し
て
あ
る
べ

き
姿
を
示
し
、
時
に
は
就
職
の

斡
旋
な
ど
も
行
い
、
支
部
会
員

の
社
会
参
加
を
積
極
的
に
後
押

し
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

８
年
に
は
筑
紫
海
会
創
立
��
周

年
を
記
念
し
て
、
熊
本
支
部
で

も
記
念
文
集
が
発
行
さ
れ
て
い

る
。
支
部
会
員
の
多
彩
な
寄
稿

文
だ
け
で
な
く
、
支
部
の
歩
み

や
会
員
名
簿
も
備
え
て
お
り
、

今
と
な
っ
て
は
貴
重
な
資
料
で

あ
る
。

先
輩
諸
姉
の
誇
り
高
く
、
逞

し
い
生
き
方
に
い
つ
も
触
発
さ

れ
て
き
た
も
の
の
、
多
く
の
方

が
高
齢
と
な
ら
れ
、
現
在
の
支

部
活
動
は
、
参
加
者
の
減
少
が

続
き
、
危
機
感
を
覚
え
て
い
る
。

会
員
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
と
な

る
よ
う
、
魅
力
的
な
同
窓
会
活

動
を
目
指
し
、
工
夫
を
重
ね
て

い
る
。
支
部
総
会
で
は
、
本
部

よ
り
来
賓
を
迎
え
、
大
学
の
現

状
に
心
を
寄
せ
、
卓
話(

ミ
ニ

講
話)

で
研
修
を
深
め
る
。
そ

の
後
、
会
食
を
し
な
が
ら
各
自

の
近
況
を
報
告
す
る
と
い
う
形

が
基
本
で
あ
る
。
卓
話
は
、
一

昨
年
は
、
中
国
の
民
族
問
題
に

つ
い
て
専
門
家
か
ら
話
を
聞
く

な
ど
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
話
題
を

心
が
け
て
い
る
。

☆

☆

ま
た
時
に
は
小
旅
行
や
果
物

狩
り
、
料
理
講
習
会
な
ど
体
験

的
な
活
動
を
楽
し
む
こ
と
も
あ

る
。
昨
年
は
大
学
の｢

か
す
み

祭｣

に
合
わ
せ
て
新
生
福
岡
女

子
大
学
を
訪
問
し
た
。
時
間
的
・

体
力
的
に
も
負
担
の
少
な
い
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
を
準
備
し
、
車
内

で
は
近
況
報
告
を
し
て
、
和
や

か
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。

大
学
到
着
後
も
筑
紫
海
会
本
部

や
大
学
の
温
か
い
も
て
な
し
を

う
け
、
校
内
や
学
生
寮
を
く
ま

な
く
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
最

新
設
備
、
全
面
改
築
の
校
内
に

も
昔
の
面
影
を
見
つ
け
出
し
、

懐
か
し
さ
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
。
ま
た
、
展
示
や
催
し
、

学
生
の
姿
に
接
し
、
も
う
一
度

学
び
た
い
と
学
習
意
欲
が
湧
い

た
こ
と
も
個
人
的
に
は
大
き
な

収
穫
で
あ
っ
た
。

☆

☆

今
年
は
��
月
��
日(

土)

に

支
部
総
会
を
予
定
し
て
い
る
。

長
年
の
社
会
貢
献
活
動
で
今
春

叙
勲
を
受
け
ら
れ
た
立
石
邦
子

熊
本
支
部
長
を
お
祝
い
す
る
と

い
う
嬉
し
い
会
で
も
あ
る
。
多

く
の
会
員
に
参
加
し
て
も
ら
い

心
に
残
る
楽
し
い
会
と
な
る
よ

う
幹
事
一
同
、
計
画
中
で
あ
る
。

��
月
��
日
、
会
員
の
皆
様
の

参
加
を
お
待
ち
し
ま
す
。

酷
暑
の
８
月
��
日(

日)

、

｢

博
多
大
福｣

で
、
夏
恒
例
の

宮
坂
ゼ
ミ
同
窓
会
が
行
わ
れ
た
。

宮
坂
覺
先
生
は
、
昨
年
横
浜

の
フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
の
学

長
を
任
期
満
了
で
退
任
さ
れ
た
。

来
年
古
稀
を
迎
え
ら
れ
る
と
は

到
底
思
え
な
い
程
、
若
々
し
く

元
気
い
っ
ぱ
い
の
ご
様
子
だ
っ

た
。
今
年
は『

中
国
滞
在
で
得

た
も
の』

と
い
う
テ
ー
マ
で
、

中
国
・
浙
江
工
商
大
学
で
講
義

さ
れ
た
折
の
ス
ラ
イ
ド
を
見
な

が
ら
、
中
国
人
学
生
の
研
究
熱

心
な
様
子
や
、｢

芥
川
紀
行｣

で
上
海
・
西
湖
な
ど
を
巡
り

｢

好
奇
心｣

の
大
切
さ
を
痛
感

し
た
こ
と
な
ど
、
昔
と
全
く
お

変
わ
り
の
な
い
口
調
で
滔
々
と

語
ら
れ
た
。

毎
年
作
成
し
て
い
る『

五
行

通
信』

と
い
う
小
冊
子
は
、
先

生
や
同
窓
生
の
近
況
の
み
な
ら

ず
、
女
子
大
改
革
の
様
子
を
伝

え
、
総
会
へ
の
出
席
を
お
願
い

す
る
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

今
年
の
参
加
者
��
名
は
先
生

の
近
況
報
告
を
目
に
し
、
ま
さ

に
先
生
の
私
生
活
へ
の｢

好
奇

心｣

で
い
っ
ぱ
い
と
な
っ
た
。

先
生
は
昨
年
新
し
い
伴
侶
を
迎

え
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
先
生
の

元
気
の
源
は
こ
れ
だ
っ
た
の
か

と
、
皆
合
点
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に
！

������������	

��������	
��
��������	
������

��������������

� �(５.��) 明治記念館
� �(６.２) ホテルグランヴィア大阪
����	
(６.��) ハイネスホテル
��(６.�	) 小倉リーセントホテル
� �(６.�	) 長崎インターナショナルホテル
	 �(８.�
) あをぎり

昭
和
８
年
に｢

北
つ
く
し
み

会｣

と
称
し
、
門
司
、
小
倉
、

八
幡
、
戸
畑
、
若
松
の
各
地
区

で
各
々
の
活
動
を
行
っ
て
い
た

同
窓
会
が
、
現
在
の
よ
う
に

｢

筑
紫
海
会
北
九
州
支
部｣

と

し
て
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
平

成
８
年
の
こ
と
で
し
た
。
初
代

の
藤
井
ト
モ
ミ
支
部
長
、
二
代

石
松
成
子
支
部
長
、
三
代
山
根

房
子
支
部
長
、
四
代
花
崎
正
子

支
部
長
を
経
て
、
私
が
昨
年
よ

り
五
代
支
部
長
を
仰
せ
つ
か
っ

て
お
り
ま
す
。
会
員
数
約

��
名

を
数
え
て
い
ま
す
。

☆

☆

北
九
州
支
部
で
は
、
毎
年
６

月
に
総
会
・
講
演
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
講
演
会
で
は
主
に

各
方
面
で
ご
活
躍
中
の
卒
業
生

を
講
師
に
お
迎
え
し
て
い
ま
す

が
、
大
学
改
革
の
際
の
平
成
�	

年
度
に
は
、
大
学
か
ら
副
学
長

の
甲
斐
裕
先
生
に｢

新
生

福

岡
女
子
大
学
の
現
状
と
今
後
の

方
向
性｣

と
題
し
、
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
度
の
総
会
に
お
い
て
も
、

｢
大
学
改
革
に
伴
う
変
化
と
今

後
の
課
題｣

と
題
し
、
副
学
長

(

国
際
化
推
進
担
当)

の
向
井

剛
先
生
に
ご
講
演
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
先
生
は
留
学
生(

ベ

ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
校
フ

エ
さ
ん
‥
日
本
語
が
大
変
お
上

手
で
す)

も
連
れ
て
こ
ら
れ
、

大
学
の
国
際
化
が
進
ん
で
い
る

実
態
を
ま
ざ
ま
ざ
と
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
筑
紫
海

会
本
部
か
ら
は
副
会
長
の
江
島

玲
子
さ
ん
に
ご
出
席
い
た
だ
き

ま
し
た
。
総
会
の
幹
事
を
平
成

��
年
度
か
ら
当
番
制
に
し
た
こ

と
で
、
当
番
期
の
結
束
が
強
く

な
っ
た
り
、
今
ま
で
総
会
に
出

席
し
て
い
な
か
っ
た
人
が
参
加

し
た
り
と
よ
い
傾
向
が
見
ら
れ

て
い
ま
す
。☆

☆

ま
た
、
年
に
一
度
の
総
会
だ

け
で
は
会
員
の
親
睦
・
交
流
が

十
分
に
図
れ
な
い
と
、｢

お
楽

し
み
会｣

を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
第
１
回
は
平
成

��
年
��
月
に｢

シ
ャ
ン
ソ
ン
の

ひ
と
と
き｣

を
市
内
在
住
の
シ
ャ

ン
ソ
ン
歌
手
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｏ
さ

ん
を
招
い
て
開
催
。
�

名
参
加

し
て
大
盛
況
。

第
２
回
目
は
平
成
��
年
��
月

に｢
北
九
州
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー｣

と
題
し
、『

Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
小
倉
工

場』
『

無
法
松
酒
造』

見
学
。

本
部
や
下
関
の
会
員
も
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
参
加
者
は
	�
名

で
し
た
。

第
３
回
目
は
今
年
７
月
��
日

に｢

北
九
州
再
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

���

２｣

と
題
し
、『

安
川
電

機
㈱
黒
崎
工
場』

見
学
。
精
巧

な
動
き
を
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
に
感

嘆
！(

ロ
ボ
ッ
ト
が
見
た
い
と

い
う
小
学
生
４
名
も
参
加)

｢

マ
リ
ン
テ
ラ
ス
あ
し
や｣

で

お
い
し
い
昼
食
を
摂
っ
た
後
、

｢

芦
屋
釜
の
里｣

見
学
、
お
い

し
い
お
菓
子
と
抹
茶
を
い
た
だ

き
、『

と
と
市
場』

で
新
鮮
な

魚
や
野
菜
の
お
買
物
を
し
て
帰

途
に
つ
き
ま
し
た
。
本
部
か
ら

５
名
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
参

加
者
は
	�
名
で
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
会
員
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、

楽
し
い
同
窓
会
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

北
九
州
支
部
長

住
吉

育
代

(

大
20
食)
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熊
本
支
部

魚
住

寿
穂

(

大
22
被)
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ウェルカムボードに胸を騒がせ
ながら､ 今年も福岡空港に降りたっ
た｡ 宮坂ゼミ同窓会に出席のため
である｡ 女子大を離れて		年､ 毎
夏の福岡詣である (２回ほど欠席)｡
女子大は､ 私の初めての職場で
あり大学教員の原点・原風景であ
る｡ ６年間在職して���名を越す
ゼミ生が研究室から巣立った｡ 彼

女らに育てられたように感じている｡ 毎年､ 元気を貰う｡ 人生
の出会いの豊饒さをしみじみと思う (彼女たちにとってもそう
であってほしいと期待するが…)｡
来年は､ 古稀である｡ フェリス女学院を､ 今年３月に大学院
客員教授を最後に引いた｡ 今は中国で大学院招聘客員教授とし
て教鞭をとっている｡ この９月から１か月(前回は４か月余)の
予定で集中講義に出かける｡

��������	
��

仮
屋

晶
子

(

大
24
国)

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�������������������������������������������������������������������

�<=>!?@�



� 第��号����� �� ����年(平成��年)��月�日

さ
る
７
月
��
日
、
昨
年
、
百

一
才
で
亡
く
な
ら
れ
た
北
畑
観

瀾
氏
の
書｢

得｣

の
贈
呈
式
が

母
校
で
あ
り
ま
し
た
。

観
瀾
氏
は
、
幼
少
よ
り
書
に

親
し
ん
で
い
ま
し
た
が
、
卒
業

の
翌
年
、
時
の
書
道
の
大
家
、

比
田
井
天
来
氏
に
出
会
っ
た
こ

と
が
、
生
涯
書
の
道
を
歩
む
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

氏
亡
き
後
は
、
同
じ
門
下
の

手
島
右
卿
氏
の
下
で
、
書
家
と

し
て
大
き
く
飛
躍
し
、
跡
を
継

い
で
、
��
年
程
、
歴
代
総
理
を

含
む
超
党
派
国
会
議
員
に
書
法

指
導
を
続
け
る
と
共
に
、
彫
雲

社
、
抱
雲
美
術
社
と
い
う
二
つ

の
会
を
主
宰
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
��
年
、
外
務
省
の
訪
欧

書
道
文
化
使
節
団
員
と
し
て
の

欧
州
歴
訪
を
経
て
、
活
動
の
場

が
さ
ら
に
広
が
り
ま
し
た
。

四
度
に
亘
る
訪
中
で
、
王
羲

之
と
並
び
称
さ
れ
る
書
の
大
家

鄭
道
昭
の
碑
文
を
始
め
、
多
く

の
石
碑
や
法
帖
を
、
自
身
の
目

で
確
か
め
、
又
、
大
英
博
物
館

所
蔵
の
木
簡
の
調
査
、
研
究
に

取
り
組
ま
れ
る
な
ど
、
古
筆
の

習
得
を
通
し
て
の
自
己
実
現
に

努
め
ま
し
た
。

大
半
が
��
代
に
な
っ
て
か
ら

の
活
動
で
、
米
寿
記
念
展
、
白

寿
記
念
特
別
展
な
ど
と
し
て
結

実
し
ま
し
た
。

筆
を
生
き
物
の
よ
う
に
自
由

に
操
る
こ
と
が
で
き
、
ボ
ス
ト

ン
美
術
館
に
は
作
品

｢

石｣

、

ベ
ル
ギ
ー
文
科
省
に
は｢

鏡｣

、

国
会
議
事
堂
に
は｢

可｣

が
収

蔵
さ
れ
る
な
ど
、
各
方
面
で
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

☆

☆

著
書
及
び
関
連
本
紹
介

・｢

阿
茶
さ
ん
が
通
る

―
戦
争
と
書｣

(

角
川
書
店)

・｢
寸
松
庵
色
紙
の
筆

者｣
�

角
川
書
店�

・｢

天
衣
無
縫｣

白
寿
記
念
作
品
集

�

中
央
印
刷�

・
畑
村
達
著

｢

夢
百
年
＝
夢
に
遊

ぶ
書
家
北
畑
観
瀾｣

(

天
来
書
院)

今
年
６
月
に
東
京
で
遺
作
展

が
開
か
れ
た
の
を
機
に
、
先
生

の
長
年
の
ご
友
人
で
あ
ら
れ
た

小
田
達
治
氏(

筆
名

畑
村
達)

の
ご
依
頼
に
よ
り
大
学
に
寄
贈

の
希
望
を
お
伝
え
す
る
に
当
た

り
、
同
窓
会
筑
紫
海
会
の
本
部

並
び
に
東
京
支
部
の
役
員
の
皆

様
に
は
大
変
な
ご
尽
力
を
賜
り

ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。☆

☆

先
生
は
、
い
つ
も
女
専
で
受

け
た
教
育
を｢

自
由
で
一
人
一

人
の
学
生
を
大
切
に
す
る
素
晴

ら
し
い
校
風

だ
っ
た｣

と

話
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

学
問
を
裏

付
け
と
し
た

研
究
と
美
的

価
値
の
発
掘

に
つ
と
め
、

生
涯
を
か
け

て
書
法
の
鍛
錬
を
課
題
と
さ
れ

た
先
生
の
書
は
、
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
な
ど
海
外
に
も
収
蔵
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
度｢

得｣

が
母
校
に
展
示
さ
れ
、
同
窓
生

や
多
く
の
人
た
ち
に
見
て
い
た

だ
け
る
こ
と
は
、
大
き
な
喜
び

で
あ
り
、
励
ま
し
に
な
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

☆

☆

私
は
先
生
が
��
才
の
頃
東
京

支
部
の
同
窓
会
で
お
会
い
し
、

御
著
書
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後

展
覧
会
で
大
胆
で
繊
細
、
躍
動

感
溢
れ
る
書
に
感
動
し
て
、
教

え
を
請
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
全

て
そ
れ
ま
で
の
勉
強
と
は
別
世

界
の
も
の
で
し
た
。

☆

☆

先
生
は
書
に
つ
い
て
様
々
な

話
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
が
、

繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
た
こ
と
は

｢

自
分
を
大
事
に
す
る｣

と
い

う
こ
と
で
し
た
。
自
分
の
中
に

持
っ
て
い
る
良
い
点
に
気
づ
き
、

そ
れ
を
更
に
磨
い
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
他
方
、
こ
の

こ
と
が
い
か
に
大
変
で
難
し
い

か
、
し
か
し
こ
れ
が
本
当
に
よ

く
わ
か
る
と
他
人
も
大
事
に
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
人
類
へ
の

愛
に
も
つ
な
が
る
、
芸
術
に
は

人
類
へ
の
愛
が
込
め
ら
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

臨
書
で
は
一
点
一
画
を
ゆ
る

が
せ
に
し
な
い
厳
し
い
指
導
で

し
た
が
、
作
品
を
書
く
時
は

｢

夢
わ
く
わ
く｣

｢

遊
べ
遊
べ｣

の
精
神
で
臨
み
、
日
頃
か
ら
精

神
的
な
教
養
を
高
め
る
こ
と
を

教
え
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
同
窓
会
の
ご
縁
で
、
真

の
師
に
出
会
え
た
こ
と
を
非
常

に
あ
り
が
た
く
思
い
、
心
か
ら

感
謝
し
て
い
ま
す
。

▼
平
成
６
年
５
月
、
初
め
て
の

総
会
会
場
の
受
付
近
く
で
声
を

か
け
ら
れ｢

貴
方
何
年
生
ま
れ
？｣

｢

あ
ら
、
私
が
卒
業
し
た
次
の

年
な
の
ね
！｣

と
驚
き
の
声
。

後
に
東
京
支
部
長
の
川
口
小
夜

子
様(

専
��
文
・
故
人)

と
知

り
、
彼
女
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
っ

た｢

同
窓
会
は
心
の
オ
ア
シ
ス｣

が
、
そ
の
後
の
私
の
キ
ー
ワ
ー

ド
と
な
り
ま
し
た
。

▼
平
成
８
年
		
月
に
挙
行
さ
れ

た
創
立
��
年
記
念
式
典
、
翌
９

年
記
念
誌
発
行
。
��
年
記
念
事

業
は
、
式
典
祝
賀
会
・
記
念
誌
・

会
員
の
生
き
方
考
え
方
調
査
の

３
部
門
に
分
か
れ
活
発
な
活
動
。

��
余
名
の
先
輩
方
の
パ
ワ
フ
ル

で
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
行
動
力
・

団
結
力
そ
し
て
包
容
力
に
は
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。

▼
事
務
局
に
と
っ
て
、
名
簿
発

行
は
大
仕
事
。
初
め
て
関
わ
っ

た
平
成
８
年
版
名
簿
―
完
ぺ
き

な
も
の
を
作
る
ぞ
と
大
そ
れ
た

目
標
。
で
も
初
歩
的
な
ミ
ス
。

岡
崎
元
会
長
の
励
ま
し
の
木
村

屋
の
ア
ン
パ
ン
を
涙
目
で
ほ
お

ば
り
、
次
こ
そ
は
と
誓
っ
た
こ

と
で
し
た
。
平
成
	�
年
版
名
簿
―

名
簿
管
理
を
同
窓
会
で
行
う
た

め
、
村
石
敦
栄
さ
ん(

大
	

理
―

故
人)

を
中
心
に
４
名
で
同
窓

生
全
員
の
デ
ー
タ
を
入
力
し
、

時
間
と
戦
い
な
が
ら
名
簿
形
式

に
ま
と
め
索
引
を
作
り
、
完
成

し
た
時
に
は
達
成
感
と
満
足
感

で
い
っ
ぱ
い
。
万
歳
三
唱
！
平

成
	�
年
版
名
簿
―
市
町
村
合
併

の
年
で
こ
れ
又
各
区
役
所
へ
の

問
い
合
わ
せ
等
で
名
簿
委
員
さ

ん
も
て
ん
て
こ
舞
い
。
本
年
度

は
、
後
輩
の
稲
田
さ
ん
の
陣
頭

指
揮
の
下
、
無
事
Ａ
４
版
を
発

行
。
お
疲
れ
様
で
し
た
。

▼
事
務
局
は
、
同
窓
会
の
窓
口

で
す
。
年
次
会
費
の
振
込
を
記

帳

(

今
は
入
力)

し
な
が
ら
、

今
年
も
お
元
気
で
い
ら
っ
し
ゃ

る
、
同
窓
会
を
気
に
か
け
て
下

さ
っ
て
い
る
ん
だ
と
、
会
員
の

皆
様
の
温
か
い
お
気
持
ち
に
本

当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

▼
一
介
の
主
婦
が
今
ま
で
努
め

て
こ
ら
れ
た
の
は
、
自
宅
が
近

か
っ
た
の
が
一
番
で
す
が
、
会

長
始
め
役
員
の
皆
様
の
、
会
に

取
り
組
ま
れ
る
お
姿
に
感
動
し

尊
敬
し
共
感
し
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
支
え
る
つ
も
り
が
支

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
多
く
の

皆
様
と
ご
縁
が
で
き
た
こ
と
に

感
謝
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

愛
・
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
・
同
窓
会
！

今
度
事
務
局
に
入
り
ま
し
た

鹿
毛
名
穂
子(

大

�
食)

で
す
。

主
に
年
次
会
費
の
入
力
と
名
簿

管
理
を
担
当
、
電
話
対
応
等
で
、

通
常
事
務
局
に
お
一
人
様
状
態

の
為
、
毎
日
ド
キ
ド
キ
で
す
。

会
員
の
皆
様
と
同
窓
会
を
結
ぶ

事
務
局
に
な
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。稲

田
公
子(

大
��
被)

さ
ん
共
々

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

３
月
��
日
、
第
�

回
福
岡
市

文
学
賞
贈
呈
式
が
天
神
の
市
赤

煉
瓦
文
化
館
で
あ
っ
た
。

☆

☆

こ
の
賞
は
昭
和
��
年
度
に
創

設
さ
れ
た
伝
統
あ
る
賞
で
あ
る

が
、
平
成
以
降
で
は

※
吉
岡
紋
さ
ん(

大
２
国)

第
�	
回

小
説
部
門

※
松
本
文
世
さ
ん

(

専
��
文)

第
��
回

小
説
部
門

※
上
野
眞
子
さ
ん(

大
３
国)

第



回

詩
部
門

※
田
島
安
江
さ
ん(

大
	�
被)

第

�
回

詩
部
門

に
続
く
受
賞
で
あ
る
。

池
野
さ
ん
の
受
賞
選
考
理
由

と
し
て｢

��
代
の
女
性
と
い
う

境
遇
に
は
珍
し
く
、
会
社
経
営

や
様
々
な
社
会
貢
献
活
動
を
通

し
て
培
わ
れ
た
鋭
い
観
察
眼
が
、

作
品
に
躍
動
感
を
与
え
て
い
る
。｣

と
評
さ
れ
て

い
る
。
池
野

さ
ん
は
平
成

元
年
〜
４
年

ま
で
筑
紫
海

会
副
会
長
を

務
め
ら
れ
た
。

☆

☆

式
当
日
池
野
さ
ん
の
講
話
。

｢

結
婚
後
、
子
育
て
、
仕
事
と
、

当
然
の
こ
と
と
し
て
受
け
入
れ

て
い
た
多
忙
な
日
常
の
な
か
で
、

唯
一
自
身
で
選
択
し
勉
強
し
て

き
た
も
の
が
短
歌
で
あ
っ
た
。

４
人
息
子
の
末
子
が
小
学
校
入

学
の
頃
か
ら
始
め
て

�
年
の
成

果
、
そ
れ
が
今
回
の
受
賞
。

二
つ
の
歌
集
は
、
調
停
委
員

や
保
護
司
等
の
経
験
も
含
め
自

身
の
生
活
史
で
あ
り
生
き
た
証

し
と
な
っ
て
い
る
。

日
常
生
活
の
さ
さ
や
か
な
つ

ぶ
や
き
・
喜
び
・
怒
り
・
悲
し

み
な
ど
、
ま
た
政
治
や
社
会
に

対
す
る
憤
慨
な
ど
を
短
歌
に
書

き
留
め
続
け
た
今
、
詠
う
こ
と

で
、
ど
ん
な
に
慰
め
ら
れ
、
励

ま
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か｣
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☆

昨
年
の
か
す
み
祭
で
は｢

会

員
の
出
版
物
を
読
も
う｣

を
テ
ー

マ
に
、
今
ま
で
同
窓
生
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
本
を
展
示
し
た
が
、

並
べ
ら
れ
た
本
の
姿
は
壮
観
で

あ
っ
た
。
今
回
受
賞
の
池
野
さ

ん
の
歌
集『

女
ら
集
ふ』

『

清

水
湧
き
継
ぐ』

の
２
冊
も
含
ま

れ
て
い
る
。
今
後
、
新
装
な
る

大
学
の
図
書
館
に
は
ぜ
ひ
同
窓

生
寄
贈
本
の
コ
ー
ナ
ー
を
と
い

う
話
も
上
が
っ
て
い
る
。
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―北畑 美子さん (専６文) ―

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������

�
�
�
�
�
�
�
�
	

平
川
靜
子

(

大
15
国)
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岩
�

和
美(

大
21
英)

雅号 観瀾
かんらん
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２
０
１
２
年
度

福
岡
市
文
学
賞(

短
歌
部
門)

受
賞

池
野
京
子
さ
ん

(

大
１
生)


